
▶俳句会をご紹介します。 城辺俳句会

後列左から
　山田静恵さん、加納幸子さん、橋本百代さん
前列左から
　大浜紀子さん、宮田志賀子さん、大和田いそ子さん

大和田いそ子さんの話：城辺俳句会は「楽しく」をモットーに、
句会という吟行を行っています。また、季語を生活の中で活
かすよう心掛けています。私たちと一緒に一句詠みませんか。

こ
の
他
に
井
手
幸
子
さ
ん
、
中

川
八
重
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ん
、
山
本
節
子
さ
ん

が
所
属
し
て
い
ま
す
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はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。


